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院は年々増加しており 2016年 4月時点では 1667 施設と見込まれている。その 3分の 1













置群 26 例（5.6%）と比較して有意に少なかった（リスク比=0.35； 95%信頼区間
=0.16-0.73； p=0.003）。30日在院死亡、術後絶食期間、術後在院日数、一日あたりの入




























なお、本学位授与申請者は、平成 30 年 3 月 1 日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
